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Urban space in modern Japan is vernacular landscape was raised by culture.Considered could be element 
indicating the nature of the new and modern architecture by verbalizing these landscapes to collect from 
various city and started the research.In this project proposal as the subject Koenji.Propose to update 
shopping street as linear residential area former army land of Koenji.
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　現代の日本の都市空間の中には、様々な風景が存在
し、日本が持つ文化によって醸成した日本独自の風景
がある。それは現代の計画された都市空間の中では生
まれないような、計画の外側にある生命にあふれた豊
かさを持っているように感じられる。これらの生きら
れた風景を様々な街から収集することで、これらの場
所が持つ魅力を共有できるような言語として抽出し、
現代の建築の在り方を示すことができるひとつの要素
になり得るのではないかと考え研究をはじめた。
　これらの風景は、機能的な現代建築や建築家によっ
て手がけられた意図された建築の豊かさとは異なり、
そこで暮らす人たちが長い年月を掛けて醸成した文化
のようなものである。このような暮らしを支えてきた
建築を見ると、様々な境界面を持っており、その境界
をコントロールすることによって豊かな関係を生み出
しているように感じた。
　そこで、これらの生きられた風景があらわれる「建
築の境界」に着目し、様々な街に足を運び、その街で
見られる魅力的な風景の収集を行い、その中に隠れた
構造を顕在化させ、新たな建築をつくる要素になり得
るのではないかと考えた。
１．はじめに
2. 事前調査
図 1　住み手の暮らしぶりがつくる風景
　これらの境界の作られ方が実際の都市空間の中でど
のように表れ、街の生業にどのよう影響を与えている
か観察するために、全 15 都市の建物が生み出す境界
を撮影した。様々な街に足を運び、写真を撮影するこ
とで、何気ない日常空間の中に隠れた境界の作られ方
を発見し、それら作られ方が様々な主体によって形成
されていることに気がついた。この多種多様なバラバ
ラさを少しでもまとめるために、その風景がだれに
よってつくられたものなのか、「風景の主体」によっ
て分類することを試みた。そのようなカテゴライズで
サンプリングを分類すると 4 つの風景の主体に分類す
ることができた。
①建ち方
②並び方
③造り方
④使い方
　次に、これら 4 つの主体によって行われた操作をダ
イアグラムとして抽象化を図った。
これらの手続きによって、風景の主体には様々な立場
の人が小さな操作を加えることで、都市の風景を構成
していることがわかった。
3. 敷地
（１）東京都杉並区高円寺
　東京都杉並区に位置する高円寺は、街全体に 14 の商店
街が張り巡らされることによって街が形成されている。
駅を境に北側には、総菜屋や八百屋といった生活に必要
な住む人の為の商店街が続き、南側には古着屋やカフェ
といった若者が集まる訪れる人が集まる商店街が通って
いる。また、北側の商店街は高齢化が進み、衰退し始め
ているため、駅前大型ショッピングモールのような大規
模開発が行われると、高円寺が持つ豊かな街の風景は失
われ、均質な街と化してしまう恐れがあるため、現代に
引き継いでいく、新たな商店街の在り方を考える必要が
ある。
（２）旧陸軍跡地に造られた線形住宅地
　高円寺北側に、狭小の建物が線形に並ぶ細長い住宅地
が見られる。これは、かつてこの場所にあった旧陸軍用
地の痕跡であり、中野から阿佐ヶ谷まで 1.5~2km 続く、
線形用地を所有していた。この用地は、陸軍の [電信隊 ]
と呼ばれる部隊の演習場として利用されており、気象研
究所や電気局などがこの線状に集まり、滑走路として利
用する計画など様々な活用法が検討されていた。そして、
1945 年の終戦まで陸軍の土地として利用され、戦後は民
間に還され宅地化された。このため、現在の住宅地には、
かつての陸軍の所有を示す杭が残っていたり、馬橋公園
には看板も設けられている。
（３）線形住宅地の現況
　宅地化に伴って細かく細分化され、小さな住宅が並ん
でいる。中でも特徴的な場所は、庚申通り商店街との交
点から約 250m に渡り 1.5m の細長い路地が続いている。
この路地に面する建物の片側は、路地にしか接道してお
らず接道義務を果たしていない既存不適格の建物が多く
並んでいる。そのためこの辺り一帯の建物は 2項道路に
よるセットバックの制限を受け、狭小な敷地がさらに狭
まるため、建物の更新が行われず、商店街の賑わいから
隔絶された遺構のように扱われている。
　また、もう一方の片側の建物は反対側に表通りを持つ
為、この路地が裏通りとなり、塀や裏庭が面している。
この路地を表通りとして利用する住人にとっては、隣の
家の塀が迫り、庭を持たない窮屈な生活を強いられてい
るが、建て替えを行うことができない状況が起きている。
また、多数の私道が街区内を巡り、行き止まり道路が発
生しているため、未接道建物が点在し、空き家、空き地
もできはじめている。
　そこで、これらの建物を一つ一つ個人で建て替えるの
ではなく、これらの建物群をひとつの単位として捉え、
共同で建物を更新することによって、小さくても豊かな
生活ができる街の在り方があるのではないかと考えた。
図２　駅前に見られる賑やかな市場の名残り
図４　幅員 1.5m の路地空間
図６　異なる要因で建て替えの進まない建物群
図３　1950 年代旧陸軍用地
図５　路地面する建物の表と裏の関係
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4. 設計
5. おわりに
図 9　増築後の全体像
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　本研究を通して、日本に存在する数多くの豊かな街
の風景を体験した。本計画で行った設計提案は、数多
くある中の街のひとつに過ぎないが、失われつつある
日本独自の風景を現代的に翻訳し、未来へ紡ぐ建築と
なることを描きながら設計に取り組んだ。計画を進め
るにあたって、丁寧に敷地を読み取ることに多くの時
間を費やした。その場所にある当たり前の風景に価値
を発見する手続きは、建物を建てることが全てではな
い新たな建築の在り方を示すものになり得るように思
えた。
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（１）全体計画
　現在の住宅地はいくつかの複合的な要因によって更
新が進まず、街から隔離されているが、住宅地の中に
小さな商業を複合し、新たな人の流れをつくること
で、この場所を少しずつ街へと還していく。線形の形
状、狭い路地という特性を活かして更新できなくなっ
た住宅地を高円寺の新たな 15 個目の商店街へとコン
バージョンすることを計画する。本来、多くの年齢層
が集まる高円寺周辺に南側と北側で目的が分かれてい
る機能を複合しながら通りに点在させることで、訪れ
る人と住まう人両方が利用できるような現代的な商店
街へと変えていく。
（２）複数棟による新たな単位での更新
　線形住宅地に点在する既存不適格建物や空き家や空
き地といった異なる理由で更新できない建物が、互い
に支え合うことで小さくても、豊かな環境を獲得でき
るような更新の仕方を提案する。異なる理由で建て替
えが進まない建物をひとつにまとめ、50cm のセット
バックをやめ、隣家と共同で小さな隙間を有効的に
活用するように 6 つの手法で増改築を加えていくこと
で、小さな所有でも多くの場所を持つ選択肢の多い暮
らしを提案する。
（３）減築と増築の連続による更新
　ひとつの建物が敷地境界線の中で完結する更新を行
うのではなく、隣と関わり合いながら更新する仕組み
をつくることで、ひとつの建物の中では些細な行為で
あっても、連続すると敷地境界線を越えた拡がりのあ
る更新となる。
図 8　６つの増築パタン
図７　線形住宅地全体アイソメトリック
